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価
値
創
出
へ
こ
と
づ
く
り
新
炭
素
社
会
目
指
し
思
想
転
換

国
内
生
産
高
コ
ス
ト
体
質
改
善
へ

　
石
油
化
学
業
界
が
国
内
生
産
の

供
給
過
剰
に
対
処
す
る
た
め
、
基

礎
原
料
エ
チ
レ
ン
の
再
編
に
乗
り

出
し
た
。
中
東
の
天
然
ガ
ス
、
中

国
の
石
炭
と
い
う
安
い
原
料
を
武

器
と
し
た
化
学
品
の
生
産
増
強
が

進
む
中
、
割
高
な
石
油
を
原
燃
料

と
す
る
国
内
生
産
の
コ
ス
ト
高
体

質
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
か
ら

だ
。
２
０
１
７
年
に
も
米
国
で
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
化
学
品
生
産

が
本
格
化
す
る
中
、
国
内
生
産
の

コ
ス
ト
高
問
題
に
ど
う
立
ち
向
か

う
べ
き
な
の
か
。
石
油
化
学
工
業

協
会
の
小
林
喜
光
会
長

三
菱
ケ

ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社

長

に
聞
い
た
。

◇
　
　
◇

　
―
再
編
で

年
の
国
内
エ
チ
レ

ン
生
産
能
力
が
現
状
比
２
割
減
の

６
０
０
万

に
な
り
ま
す
。

　
「
エ
チ
レ
ン
の
国
内
需
要
５
０

０
万

に
輸
出
が
１
０
０
万

あ

れ
ば
国
内
生
産
能
力
６
０
０
万

を
満
た
す
。
一
定
程
度
の
再
編
が

決
ま
っ
た
現
在
、
需
要
に
応
じ
た

国
内
生
産
再
編
を
粛
々
と
進
め
る

と
同
時
に
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
の
本

格
化
で
原
燃
料
の
地
政
学
リ
ス
ク

が
大
き
く
変
わ
る

年
に
向
け
た

経
営
戦
略
が
重
要
に
な
る
」

　
―

年
に
向
け
た
国
内
石
化
各

社
の
戦
略
を
ど
う
見
ま
す
か
。

　
「
シ
ェ
ー
ル
革
命
は
脅
威
と
な

る
一
方
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
原
料

に
し
た
汎
用
樹
脂
の
生
産
で
米
国

に
進
出
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な

る
。
同
様
に
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た

安
い
原
料
を
求
め
て
中
東
や
ア
ジ

ア
へ
進
出
す
る
攻
め
の
動
き
が

加
速
す
る
だ
ろ
う
」

　
「
一
方
で
、
エ
チ
レ
ン
や
プ
ロ

ピ
レ
ン
か
ら
作
っ
た
汎
用
樹
脂
は

海
外
品
と
の
差
異
化
が
難
し
く
、

高
コ
ス
ト
体
質
の
国
内
拠
点
で
生

産
し
て
輸
出
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
化
学

品
の
国
内
生
産
が
伸
び
な
い
中
で

自
社
を
ど
う
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム

変
容

し
て
い
く
か
と
い
う

守
り
の
動
き
も
求
め
ら
れ
る
」

　
―
環
境
、
省
エ
ネ
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
分
野
に
貢
献
す
る
新
素
材
の
開

発
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
「
資
源
の
枯
渇
、
少
子
高
齢
化

に
化
学
産
業
が
ど
う
貢
献
で
き
る

か
と
い
う
観
点
が
不
可
欠
。
日
本

企
業
が
強
み
と
す
る
触
媒
、
生
産

プ
ロ
セ
ス
技
術
を
用
い
た
効
率
生

産
や
新
製
品
開
発
で
差
異
化
す
る

戦
略
が
不
可
欠
だ
」

　
「
た
だ
、
現
在
は
電
気
自
動
車

や
有
機
太
陽
電
池
向
け
部
材
、
バ

イ
オ
ポ
リ
マ
ー
と
い
う
新
事
業
が

収
益
に
結
び
つ
く
ま
で
の
端
境

期
。
各
種
技
術
が
進
歩
し
た
現

在
、
す
ぐ
に
収
益
を
も
た
ら
す
よ

う
な
画
期
的
な
新
製
品
の
創
出
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

に
単
な
る
モ
ノ
づ
く
り
だ
け
で
は

な
く
、
各
社
が
培
っ
て
き
た
事
業

や
技
術
に
横
串
を
通
し
て
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
こ
と
づ
く
り

を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

　
―
石
化
業
界
の
知
名
度
向
上
も

課
題
で
す
。

　
「
石
油
化
学
に
変
わ
る
新
名
称

の
募
集
を
始
め
る
。
生
活
に
不
可

欠
な
あ
ら
ゆ
る
製
品
に
化
学
品
が

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
縁
の
下
の

力
持
ち
的
要
素
が
強
い
。
新
名
称

を
、
石
化
業
界
の
存
在
感
を
社
会

に
宣
伝
で
き
る
道
具
に
し
た
い
。

二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
低
炭
素

社
会
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
炭

素
を
細
工
し
て
新
製
品
を
生
み
出

す
の
が
化
学
業
界
。
二
酸
化
炭
素

す
ら
化
学
原
料
に
す
る

新
炭
素

社
会

を
目
指
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
思
想
転
換
を
図
っ
て
い
き
た

い
」

工
場
の
安
全
対
策
を
支
援
業
界
団
体
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

　
化
学
系
業
界
団
体
が
２
０
１
１
、

年
に
国
内
化
学
工
場
で
相
次
い
だ
爆
発
火
災

事
故
を
教
訓
に
、
現
場
の
安
全
対
策
を
支
援
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
き
た
。

年
以

降
に
起
き
た
重
大
爆
発
火
災
事
故
３
件
は
い
ず
れ
も
装
置
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
非
定
常
時

に
適
切
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
。
だ
が
、
現
場
が
適
切
な
対
応
を
行

う
に
は
現
場
担
当
者
の
能
力
向
上
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
運
転
・
設
備
管
理
や
設
備

改
良
時
の
安
全
性
評
価
も
不
可
欠
。
企
業
全
体
の
安
全
文
化
向
上
に
つ
な
が
る
支
援

策
の
狙
い
を
ま
と
め
た
。

事
故
防
止
に
気
づ
き

経
営
者
が
意
見
交
換
「
対
策
を
一
層
強
化
」

化学品のリスク評価日化協が会員向け支援サイト

　
日
本
化
学
工
業
協
会

日
化

協

は
８
月
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
／
Ｊ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
活
動
お
よ
び
化
学
物
質
の

リ
ス
ク
評
価
の
総
合
支
援
サ
イ

ト
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
Ａ
　
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｄ

ｒ
」
を
会
員
向
け
に
公
開
し

た
。
国
際
化
学
工
業
協
会
協
議

会

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

が
推
進
す
る

Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
、
企
業
が
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
化
学
品
の
リ

ス
ク
評
価
を
行
い
、
適
正
な
管

理
と
そ
の
安
全
性
・
リ
ス
ク
評

価
の
情
報
を
公
表
す
る
自
主
的

取
り
組
み
。
日
化
協
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
日
本
版
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
を

推
進
す
る
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
／
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
に
は
情

報
収
集
、
安
全
性
要
約
書
の
作

成
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
作
業
に
は
時
間
・
人
材
と

い
う
労
力
が
か
か
り
、
企
業
の

積
極
的
な
介
入
の
妨
げ
と
な

る
。
企
業
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
た
め
、
日
化
協
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ

Ａ
　
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｄ
ｒ
を
開
発
し

た
。
同
サ
イ
ト
で
は

代
表
的

な
有
害
性
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
「
一
括
検
索
機
能
」

日
本

企
業
が
作
成
し
た
「
安
全
性
要

約
書
の
検
索
支
援
機
能
」

リ

ス
ク
評
価
、
安
全
性
要
約
書
の

作
成
・
登
録
を
支
援
す
る
「
各

種
コ
ン
テ
ン
ツ
・
資
料
集
」

有
害
性
評
価
や
暴
露
評
価
な
ど

に
関
す
る
情
報
源
を
ま
と
め
た

「
解
説
付
き
リ
ン
ク
集
」

疑

問
や
質
問
に
答
え
る
「
ヘ
ル
プ

機
能
」
―
が
利
用
で
き
る
。

　
今
回
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
版
と
し

て
会
員
に
公
開
し
、
今
後
は
ユ

ー
ザ
ー
の
声
を
反
映
さ
せ
た
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
順
次
行
っ

て
い
き
、
一
般
に
も
公
開
す
る

予
定
だ
。

　　 ２０１３年 平成２５年 １０月２９日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

日
化
協
が
大
阪
で
行
っ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
説
明
会

　
国
内
の
化
学
関
連
企
業
約

１
８
０
社
が
加
盟
す
る
日
本

化
学
工
業
協
会

日
化

協

。

年
以
降
に
起
き
た

３
件
の
爆
発
火
災
事
故
で
共

通
す
る
課
題
を
抽
出
し
、
課

題
克
服
に
不
可
欠
な
行
動
や

点
検
項
目
を
ま
と
め
た
「
事

故
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

３
月
に
作
成
、
会
員
企
業
や

関
連
団
体
に
配
布
し
た
。

　
日
化
協
が
半
年
か
け
て
行

っ
た
事
故
３
件
の
検
証
で
は

緊
急
時
の
判
断
ミ
ス
、
設
備

内
の
異
常
反
応
、
異
常
反
応

の
状
況
把
握
が
不
十
分
と
い

う
共
通
し
た
事
故
原
因
が
判

明
し
た
。
な
ぜ
こ
う
し
た
事

故
原
因
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ

た
の
か
。
高
度
成
長
期
に
建

設
さ
れ
た
国
内
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
の
設
備
老
朽
化
、
設
備
稼

働
当
初
を
知
る
ベ
テ
ラ
ン
社

員
の
定
年
退
職
が
原
因
だ
っ

た
の
か
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

ま
と
め
た
春
山
豊
日
化
協
常

務
理
事
は
「
設
備
増
強
に
伴

う
運
転
・
管
理
方
法
の
変

更
、
組
織
統
廃
合
に
伴
う
技

術
伝
承
不
足
が
事
故
原
因
の

背
景
に
あ
る
」
と
み
る
。

　
こ
の
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
現
場
担
当
者
の
教
育

訓
練
上
の
課
題
だ
け
で
な
く

設
備
変
更
時
を
含
め
た
運
転

上
の
課
題
、
設
備
設
計
時
の

課
題
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

し
て
、
各
担
当
者
が
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
各
社
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
事
例

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
春
山

常
務
理
事
は
「
事
故
防
止
に

向
け
た
気
づ
き
が
現
場
で

で
き
る
よ
う
活
動
を
続
け
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
日
化
協
は
現
在
、
会
員
向

け
の
説
明
会
に
加
え
、
石
油

連
盟
、
化
成
品
工
業
協
会
な

ど
の
関
連
団
体
、
要
請
を
受

け
た
化
学
工
場
に
赴
き
現
場

担
当
者
ら
と
の
情
報
交
流
会

を
行
っ
て
い
る
。
会
員
各
社

に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
現
場
が
よ
り
使
い
や
す

い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
版

を

年
に
配
布
す
る
。

　
９
月
に
は
過
去

年
間
に

日
化
協
の
安
全
表
彰
を
受
賞

し
た
事
業
所
の
中
か
ら
好
事

例
を
集
め
て
解
説
を
加
え
た

「
保
安
防
災
・
労
働
安
全
衛

生
活
動
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
集
」
を
発
行
。
国
内
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
で
は
石
化
基
礎
原

料
エ
チ
レ
ン
生
産
設
備
の
統

廃
合
を
軸
と
し
た
再
編
が
始

ま
る
だ
け
に
、
日
化
協
の
安

全
支
援
策
の
重
要
性
も
高
ま

り
そ
う
だ
。

石
油
化
学
各
社
の
社
長
が
参

加
し
た
保
安
ト
ッ
プ
懇
談
会

　
石
油
化
学
工
業
協
会

石

化
協

は

年

月
か
ら
、

会
員
各
社
の
社
長
が
集
ま
っ

て
安
全
に
対
す
る
意
見
交
換

を
行
う
「
保
安
ト
ッ
プ
懇
談

会
」
を
開
催
し
た
。
初
回
の

会
合
に
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
小
林
喜

光
社
長
、
住
友
化
学
の
十
倉

雅
和
社
長
、
三
井
化
学
の
田

中
稔
一
社
長
ら
国
内
石
化
産

業
を
代
表
す
る
経
営
者
が
参

加
。
そ
の
後
も
会
員
企
業
ト

ッ
プ
５
―
６
人
ず
つ
が
集
ま

っ
た
懇
談
会
を
計
５
回
開

催
、
会
員

社
の
う
ち

社

の
経
営
者
が
参
加
し
、
「
ト

ッ
プ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
に
保
安
対
策
を
一

層
強
化
し
て
い
く
」
こ
と
で

合
意
し
た
。

　
７
月
に
は
経
営
ト
ッ
プ
に

よ
る
意
見
交
換
の
継
続
や
事

故
情
報
の
共
有
化
を
進
め
る

「
産
業
保
安
に
関
す
る
行
動

計
画
」
を
ま
と
め
た
。
懇
談

会
に
か
わ
る
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
、
優
良
事
例
の
紹
介
な
ど

を
年
１
―
２
回
開
く
。
事
故

情
報
も
解
析
し
、
会
員
企
業

に
保
安
の
弱
点
を
分
か
り
や

す
く
示
す
方
針
。
事
故
事
例

巡
回
セ
ミ
ナ
ー
も
年
２
回
、

国
内
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
開
く

ほ
か
、
優
秀
な
安
全
成
績
を

残
し
た
現
場
の
職
長
級
約

人
を
表
彰
す
る
。


